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の三十
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天
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象

太
陽
口
一
日
夜
＋
時
、
日
蝕
（
南
米
で
部
分
蝕
・
儀

　
　
　
極
で
は
皆
既
）
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

　
　
九
日
午
前
五
時
、
察
露
節
。
二
十
四
日
午
前

　
　
八
時
、
天
寿
宮
よ
q
天
画
歴
に
入
ろ
、
霜
降

　
　
　
節
。

月
－
－
－
一
日
午
後
九
時
牛
、
新
月
（
南
米
で
は
日
蝕
）

　
　
九
口
午
前
五
時
、
上
三
月
（
射
手
座
π
星
の

　
　
　
北
）

　
　
十
七
日
午
前
八
時
、
満
月
（
魚
座
・
星
の
西
）

　
　
　
三
日
午
前
大
時
十
四
分
よ
り
月
蝕
、
九
州

　
　
　
以
西
で
の
み
見
え
る
。

　
　
　
二
十
四
日
午
後
一
時
牛
、
下
口
月
（
蟹
座
ξ

　
　
　
星
の
南
）

　
　
　
三
十
一
日
午
前
入
時
牛
、
新
月

水
星
1
1
宥
の
星
で
、
月
初
の
加
離
隔
大
き
く
、
八

　
　
　
日
最
大
に
達
す
る
が
、
そ
れ
か
ら
は
急

　
　
　
に
太
陽
が
近
づ
く
，
三
十
一
日
ば
下
合
。

金
星
一
や
は
q
曉
の
明
星
で
あ
る
が
月
末
に
は
よ

　
　
　
ほ
こ
太
陽
に
這
及
す
る
〇
四
日
火
星
に
近
い
、

　
　
　
叉
二
十
三
日
に
は
土
星
ご
近
づ
く
、
何
れ
も

　
　
　
哩
．
感
鏡
に
て
興
多
し
。

火
星
－
獅
子
座
か
ら
乙
女
座
へ
淋
し
い
曉
天
々
順
行

　
　
　
中
。
地
球
ま
り
距
離
九
千
萬
里
、
光
度
は
二

　
　
　
等
。

木
星
臼
乙
女
座
葎
順
行
中
。
月
末
に
は
観
易
く
な
る
。

土
墨
目
乙
女
座
β
星
ミ
η
星
の
間
為
順
行
申
。
月
末

　
　
　
に
な
・
桿
観
望
に
は
宜
し
。
輪
の
幅

　
　
　
も
塘
大
す
。

天
王
星
一
逆
行
し
て
漸
衣
水
瓶
座
の
星
に
接

　
　
　
近
、
月
末
に
其
の
親
距
離
僅
か
展
。
槻

　
　
　
整
好
し
。

湛
王
星
隠
蟹
座
ビ
星
の
北
な
順
行
中
。
曉
天
に
見

　
　
　
え
ろ
が
、
望
遠
鏡
必
要
。
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観
測
部
設
置

輩
な
る
星
の
眺
（
よ
り
｝
歩
進
ん
で
碑
究
的
貢
献
を
な
さ
ん

た
め
、
本
四
は
槻
指
掛
指
導
の
下
に
出
る
†
二
月
か
ら

　
　
（
一
）
流
量
部
　

蔀
長
中
村
　
要
目

　
　
（
二
）
墜
光
星
部
　
　
部
長
山
本
一
浩
氏

の
二
部
を
遣
き
、
會
員
中
の
熱
心
家
を
募
っ
て
部
員
ε
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
あ
　
　
ヤ
　
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

す
。
部
員
は
部
費
こ
し
て
一
ケ
月
金
五
拾
鍍
を
納
め
る
盛
務

が
あ
b
よ
す
、
其
の
代
り
、
賞
際
槻
面
上
、
高
高
の
熱
心
な

指
導
を
受
け
、
叉
必
要
な
る
印
捌
物
品
を
給
せ
ら
れ
、
街
無

代
で

　
　
ブ
レ
テ
ン
（
ゆ
ロ
ニ
の
鉱
コ
）
．
　
　
　
不
規
則
な
獲
謡
物

の
配
布
を
受
け
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。
此
の
プ
レ
テ
ソ
は
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

界
の
獲
行
を
待
て
な
い
至
急
報
で
、
心
要
に
高
じ
月
に
幾
度

で
も
獲
鈍
し
、
流
星
や
攣
光
星
の
み
な
ら
ず
、
彗
星
の
卑
見

や
、
遊
星
恒
星
の
實
際
襯
測
や
、
爾
其
観
、
學
界
の
最
近
消
息

を
傳
へ
る
も
の
で
あ
b
ま
す
。
但
し
此
の
プ
レ
・
7
ソ
は
全
部

む
　
　
む

英
交
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
部
員
は
其
の
資
格
ε
し
て
中
里
第

三
年
級
程
度
の
英
語
を
卒
業
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
（
若
し
槻
測
部
員
で
な
く
て
、
ブ
レ
プ
ソ
を
讃
み
た
い

人
は
、
や
は
り
毎
月
五
拾
銭
を
彿
っ
て
下
さ
る
必
要
が
あ
り
．

ま
す
）
　
　
希
望
者
は
往
復
妙
ガ
キ
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。
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會
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編
輯
室
に
て

前
號
か
ら
の
急
き
の
松
本
助
教
授
の
二
攻
曲
線
ば
再
讃
三
讃
し
て
下
さ
る
事
た
願
ひ

ま
す
、
二
次
曲
線
の
面
白
い
性
質
は
箪
に
藪
引
上
の
典
昧
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
ぜ

ん
、
天
罷
力
學
の
根
本
知
識
の
た
め
に
も
、
天
丈
機
械
の
構
造
た
知
る
た
め
に
も
必

要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
。
此
の
馳
か
ら
第
三
號
の
百
濟
氏
の
反
射
壁
蓮
鏡
の
器

や
・
第
九
號
の
山
本
氏
の
彗
星
軌
道
に
つ
い
て
の
丈
々
く
り
か
へ
し
讃
ん
で
下
さ
い
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ム

総
火
星
よ
り
の
無
線
電
信
は
｝
葡
年
前
に
も
世
界
の
人
々
為
驚
か
し
ま
し
た
。
皆
う

そ
で
す
。
マ
ル
コ
ニ
耳
の
受
信
機
に
感
じ
た
の
は
事
實
で
ぜ
う
が
、
吾
人
の
佳
む
地

球
上
の
空
中
電
氣
は
今
目
の
吾
々
が
持
っ
て
る
ろ
よ
り
も
籔
百
倍
強
大
な
電
波
炬
自

蛮
的
に
趨
す
ご
ε
が
あ
り
ま
で
。
「
火
星
よ
り
」
で
は
な
く
、
「
空
中
よ
り
し
の
無
線
電

信
ご
訂
正
す
べ
者
で
あ
り
ま
ぜ
う
。
天
交
學
に
何
等
か
の
心
得
あ
み
吾
が
同
好
會
員

は
此
簾
…
な
馬
鹿
げ
た
電
報
に
迷
ば
さ
れ
て
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。
今
後
へ
瞬
い
々
こ
ん
な
事

が
あ
り
ま
ぜ
う
か
ら
。
目
下
部
博
士
の
批
評
が
、
す
い
ぶ
ん
、
う
が
っ
て
ゐ
ま
す
。

鯵
＋
二
月
始
め
か
ら
ば
別
項
廣
告
の
如
く
、
英
衣
の
ブ
レ
テ
ン
が
生
れ
ま
す
。
猫
豫

の
な
ら
か
い
至
急
報
や
、
會
員
諸
饗
の
観
測
報
皆
な
ご
が
載
り
ま
丁
。
英
女
に
し
た

理
由
は
外
國
の
回
天
交
豪
こ
も
直
接
連
絡
し
た
い
た
め
で
す
。
會
負
諸
誰
の
牽
先
し

て
愛
譲
ゼ
ら
れ
ん
こ
電
な
願
ひ
ま
す
。
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補
は
ん
が
た
め
に
特
別
廉
償
ご
大
風
張
を
以
っ
て
、

の
需
要
に
懸
じ
つ
、
あ
り
。
（
目
鋒
無
代
進
呈
）
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望
遠
鏡
の
償
は
今
や
戦
前
に
比
し
十
割
の
暴
騰
を
な
せ
り
、

之
れ
一
般
同
好
者
の
堪
ふ
る
所
に
非
す
。
本
融
は
此
の
欠
陥
を
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